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文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 3 月3 月の催し物予定の催し物予定

月曜日、祝日の翌日は休館です。開館時間は 9時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料。）　【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料。）　　

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■企画展「まつさかの埴輪」１月 28 日（土）～３月 11 日（日）

　　　　　　★3月 4日（日）13:30 ～ 14:30 にミュージアム・トークを開催します！　

　　　　　　 当センターの職員が企画展の展示解説を行ないます。当日、直接第 2展示室へお越しください。（申込不要）

【ギャラリー】　入場無料【ギャラリー】　入場無料

第 3Ｇ　■2012・こどもたちとおとなのあーと・なう展　2/26（日）～ 3/11（日）　＊11 日は 16:00 まで

第 2Ｇ　■ゆうづる会 30 周年記念作品展　3/3（土）～ 3/11（日）＊毎日 10:00 ～ 16:30、3 日は 11:00 ～、11 日は 14:00 まで

第 1Ｇ　■嬉洋会展　3/6（火）～ 3/11（日）　＊11 日は 16:00 まで

第 1Ｇ　■百合絵画グループ展　3/13（火）～ 3/18（日）　＊13 日は正午～、18 日は 16:00 まで

第 2Ｇ　■第 4回三重裕描会洋画展　3/14（水）～ 3/18（日）　＊18 日は 16:00 まで　

【発行】 松阪市文化財センター　【電話】 0598-26-7330　【サイト】 http://www.city.matsusaka.mie.jp/

　　　　　

水を渡り　復た　水を渡り

花を看　還た　花を看る

春風　江上の路

覚へず　君が家に　到る

（あちらの小川、またこちらの小川の流れを渡り。あちらの花、なおまたこちらの花を見る。

  はる風がそよふく川のほとりを歩いているうちに、いつのまにかあなたの家についてしまいました。）

　　春風に花々がゆるやかにゆれるここちよい季節になりました。

　　平成２３年度もあますところわずかになりました。文化財センターは今年度、はにわ館・ギャラリーあ

　わせて 36,000 人（1 月末）をこえるみなさまにおこしいただきました。とりわけ松坂城跡国史跡指定

　記念・氏郷まつり 50 周年記念と銘うって開催した、特別展「氏郷の遺したもの」は市外・県外からの来

　館者もあわせ、1,500 人を上まわるみなさまにご覧いただきました。図録の販売も現在にいたるまでつ

　づいており、松阪地域と蒲生氏郷のつながりの深さをあらためて見たおもいがいたしました。

　　ご案内のとおり来年度、はにわ館は開館 10 周年をむかえます。わたしたちは、これまでみなさまから

　いただいたあたたかいご支援にこたえるうえからもこの節目の年を基点として、「船形埴輪」をはじめと

　する市がほこる数々の文化財・史跡の意義や魅力について、市内外、県内外をとわずたくさんのみなさま

　に知っていただき、わたしたちの松阪市を訪れていただけるようさらなる努力をしていきたいと考えてい

　ますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高啓　　明代初の詩人（1336 ～ 1374）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所長）
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【年度のおわりにあたり】
2012 年

いよいよはにわ館は

１０周年１０周年

をむかえます

　胡隠君を尋ぬ　　　　　　高啓

　平成 12 年、宝塚 1 号墳の発掘調査で、わが国最大で立体的な飾りをもった船形埴輪

が発見されました。この発見のニュースは全国発信され、大きな話題となりました。こ

れをきっかけに、平成 15 年 3 月、宝塚古墳の埴輪を展示する施設として「はにわ館」

がオープン。ギャラリーとともに多くの方々にご利用いただいてきました。

　そして、いよいよ平成 25 年 3 月に

は、開館 10 周年という大きな節目を

迎えます。文化財センターでは、この

記念すべき年を飾るため、記念特別展

などさまざまな企画を考え、そのため

の準備をおこなっています。

　また、船形埴輪に代表される「重要

文化財宝塚 1 号墳出土品」の素晴らし

さを、より広く知っていただくための

情報発信も積極的におこないたいと考

えています。こんな思いが通じたのか、

先日はテレビ番組で、代表的な埴輪と

してその姿が全国ネットで紹介されま

した。その他にも、新聞・雑誌・ラジ

オなどのメディアで取り上げられまし

た。さっそく埴輪や宝塚古墳について、

県外からもお問合せの電話をいただくなどの反響があり、その効果の大きさを実感して

います。

　開館 10 周年という記念すべき年を迎えるにあたり、わたしたちの街 松阪の宝「重要

文化財宝塚 1 号墳出土品」が、わが国の宝としてさらに多くの人びとに知っていただけ

るよう、文化財センターが市民のみなさまにより一層親しんでいただける施設になるた

め、スタッフ一同力を合わせがんばりますので、これからもよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 担当 ) 

【平成 25 年 3 月　「はにわ館」開館 10 周年にむけて】


